






















まとめ 

(1)平衡機能評価システムによる精神遅滞児と一般児との比較において,重心安定度が一般

児では既に 6歳レベルで天井効果を示すのに対して,精神遅滞児では 15歳レベル頃から安

定して来る傾向のあることがわかった。 

(2)重心安定性と前庭機能の成熟は有意な関係のあることが明らかにされた。 

(3)これらの結果から示されるように,乳幼児期の前庭機能および体性感覚を主体とする感

覚運動指導の有効性を検証した。その結果,10事例についての個別指導を通じて,行為障害,

言語発達遅滞,行動障害を有する幼児の指導にこの方法が極めて有効であることが示唆さ

れた。 


